
２面

主なＮＥＷＳ

６面

６面

６面

６面

民間公募ＮＥＷＳ　　　

マンション………２件

３面

民間ＮＥＷＳ
き

う
の
紙
面

都　「新しい日常」定着へ改革
長期戦略に反映

杉並区　旧中継所跡の活用策
平時利用で民活検討
▶都の工事成績評定（北南建）

フジタ　リーラ大塚
月着工へ施工者選定

伊藤忠商事　ハリポタ施設
規模は万㎡
カシワバラ・グラウンド
本所に共住計画

事
業
承
継
に
事
前
認
可
制
度

合
併
後
の
許
可
の
空
白
解
消

日本消防協会

日本消防会館を建替え
日まで入札参加受付

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
機
能
拡
張

ア
プ
リ

開

発

コ
ム
テ

ク
ス
で

国交省

国交省 　公文書館・憲政記念館

工事費億円で改築

東
京
都
の
橋
梁
長
寿
命
化


年
度
累
計

橋
へ

東
京
武
道
館
を
劣
化
診
断

施
設
の
長
寿
命
化
へ

東京都

5

建設業者 Aの地位を建設業者 Bが継承する場合

虎
ノ
門
２
丁
目
タ
ワ
ー

虎
ノ
門
２
丁
目
タ
ワ
ー

虎
ノ
門
ツ
イ
ン
ビ
ル

虎
ノ
門
ツ
イ
ン
ビ
ル

虎
ノ
門
一･

二
丁
目
計
画
Ａ―

３
街
区

虎
ノ
門
一･

二
丁
目
計
画
Ａ―

３
街
区

（虎ノ門一・二丁目計画）
虎ノ門ヒルズ
ステーションタワー

（虎ノ門一・二丁目計画）
虎ノ門ヒルズ
ステーションタワー

新会館完成予想図

�������������������������������������������������������������������������������������������������������
（１） 第９２１３号 ＜昭和年月日第三種郵便物認可＞ ２０２０年（令和２年）９月４日＜金曜日＞　日刊 （土・日・祝日休刊）

　
建
設
業
許
可
業
者
が
事
業
承
継

︵
事
業
譲
渡

合
併
・
分
割
︶
を
行

う
場
合

承
継
先
の
企
業
は

承
継

元
の
企
業
の
許
可
を
引
き
継
ぐ
こ
と

は
で
き
ず

別
会
社
と
し
て
新
規
に

許
可
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

こ

の
許
可
の

空
白
期
間

を
解
消
す

る
た
め

改
正
建
設
業
法
で
は
事
業

承
継
に
対
す
る
事
前
認
可
制
度
を
創

設
す
る

許
可
行
政
庁
に
申
請
し


事
前
に
認
可
を
受
け
る
と

合
併
登

記
日
や
合
併
契
約
の
効
力
発
生
日
に

建
設
業
許
可
を
承
継
で
き
る
よ
う
に

な
る


　
建
設
企
業
の
倒
産
件
数
は
リ

マ

ン
シ


ク
の
あ

た
２
０
０
８
年

を
ピ

ク
に
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に

あ
る
が

休
廃
業
・
解
散
の
件
数
は

年
間
７
０
０
０

８
０
０
０
件
と
高

い
水
準
で
推
移
し
て
い
る

経
営
層

が
高
齢
化
し
た
建
設
企
業
の
う
ち


後
継
者
の
見
つ
か
ら
な
い
企
業
が
休

廃
業
・
解
散
を
選
択
す
る
ケ

ス
が

増
え
て
い
る


　
後
継
者
の
い
な
い
企
業
が
事
業
を

譲
渡
し
た
り

別
会
社
が
吸
収
合
併

し
て
も

新
会
社
が
消
滅
す
る
企
業

の
許
可
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い

新
会
社
は
許
可
を
新

規
で
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
た
め


新
会
社
発
足
後
に
許
可
行
政
庁
に

申
請

許
可
が
下
り
る
ま
で
の
１


４
カ
月
間
は

消
滅
会
社
の
許
可
で

工
事
を
請
け
負
う
こ
と
は
で
き
な

い


　
改
正
建
設
業
法
に
盛
り
込
ま
れ
た

事
前
認
可
制
度
を
活
用
す
る
と

消

滅
会
社
の
許
可
を
事
業
を
承
継
し
た

日
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
な
る

事

前
認
可
の
申
請
に
は

通
常
の
申
請

書
類
に
加
え

▽
工
事
経
歴
書
▽
直

近
３
年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
工

事
施
工
金
額
を
記
載
し
た
書
面
▽
使

用
人
数
を
記
載
し
た
書
面

な
ど
の

提
出
が
必
要


　
事
前
認
可
は

異
業
種
間
の
承
継

に
も
適
用
さ
れ

承
継
先
が
建
築
主

体
の
許
可
業
者
で
あ

て
も

承
継

元
の
﹁
と
び
・
土
工
工
事
業
﹂
の
許

可
を
承
継
で
き
る

た
だ

承
継
元

と
承
継
先
の
許
可
の
一
般
建
設
業
・

特
定
建
設
業
の
区
分
が
異
な
る
と


こ
の
制
度
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ

る

ま
た

許
可
の
有
効
期
間
は


承
継
先
・
承
継
元
を
問
わ
ず

事
業

承
継
の
日
に
全
て
更
新
さ
れ
る


　
改
正
法
で
は

個
人
事
業
主
の
相

続
に
対
す
る
許
可
の
特
例
も
設
け
ら

れ
た
現
行
法
で
は
個
人
事
業
主
が

死
亡
し
た
場
合
も


相
続
人
は
新
規
に
建

設
業
許
可
を
申
請
す

る
必
要
が
あ
る
が


改
正
後
は
死
亡
後


日
以
内
に
許
可
行
政

庁
の
認
可
を
受
け
る

と

許
可
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る

認
可
申

請
を
済
ま
せ
て
い
れ

ば

相
続
人
は
認
可

の
処
分
ま
で
の
期
間

は
許
可
を
受
け
た
も

の
と
見
な
さ
れ

被

相
続
人
の
許
可
で
工

事
を
請
け
負
う
こ
と

が
で
き
る


　
東
京
都
は

２
０
２
４
年

度
ま
で
に
累
計
１
６
０
橋
の

橋
梁
と

カ
所
の
ト
ン
ネ
ル

の
維
持
・
補
修
工
事
に
取
り

組
む
方
針
だ

下
水
道
管
の

再
構
築
は


年
度
ま
で
に

都
心
４
処
理
区
の
完
了
を
目

指
す

政
策
企
画
局
が
ま
と

め
た
﹁
２
０
２
０
年
に
向
け

た
実
行
プ
ラ
ン
﹂
の
実
施
状

況
レ
ビ


結
果
に
基
づ
い

て

セ

フ
シ
テ

へ
の
取

り
組
み
に
関
連
す
る
事
業
の

進
捗
を
ま
と
め
た


　
都
は

年

月
に
策
定
し

た
実
行
プ
ラ
ン
の
推
進
に
当

た
り

各
年
度
の
事
業
の
進

捗
や
成
果
を
調
査
・
把
握
し


そ
の
結
果
を
次
年
度
以
降
の

政
策
展
開
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に

都
民
ニ

ズ
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
た
政
策
の

ブ
ラ

シ

ア

プ
に
生
か

し
て
い
る


　
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命

化
・
更
新
で
は
予
防
保
全
型

管
理
を
取
り
入
れ
て
い
る


こ
の
う
ち
橋
梁
は


年
度

末
ま
で
に
累
計

橋
の
補
強

・
補
修
に
着
手
し
て
お
り



年
度
ま
で
に
累
計
１
６
０

橋
の
着
手
を
目
指
す

ト
ン

ネ
ル
は


年
度
に
新
た
に

１
橋
梁
の
補
強
・
補
修
に
着

手


年
度
ま
で
に

ト
ン

ネ
ル
着
手
に
向
け

お
お
む

ね
当
初
計
画
通
り
に
進
ん
で

い
る


　
下
水
道
管
の
再
構
築
に
つ

い
て
は

整
備
年
代
の
古
い

都
心
４
処
理
区
︵
約
１
万
６

３
０
０

︶
を
第
１
期
再
構

築
エ
リ
ア
と
し
て
枝
線
の
再

構
築
を
進
め
て
い
る


年

度
に
は
新
た
に
７
２
７

の

整
備
が
完
了
し

累
計
で
は

９
３
７
３

︵
約

％
︶
が

完
了


年
度
ま
で
に
１
０

０
％
完
了
を
目
指
す


　
地
域
の
防
災
性
向
上
を
図

る
た
め
の
都
市
計
画
道
路
で

あ
る
特
定
整
備
路
線
の
整
備

に
関
し
て
は


年
度
末
ま

で
に

区
間
・
延
長
約



の
整
備
を
完
了
さ
せ
る
計
画

で
い
る


年
度
末
の
用
地

進
捗
率
は
約

％
と
な
り



区
間
で
工
事
に
着
手
し
た


権
利
者
の
移
転
先
確
保
や
生

活
再
建
支
援
な
ど
に
も
取
り

組
み
な
が
ら

引
き
続
き
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
く


　
地
震
に
強
い
街
づ
く
り
に

向
け
て
進
め
て
い
る
セ
ン
タ


・
コ
ア
・
エ
リ
ア
内
の
都

道
無
電
柱
化
や
特
定
緊
急
輸

送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震

化

重
要
施
設
へ
つ
な
が
る

配
水
管
の
耐
震
継
手
化
に
つ

い
て
は

ほ
ぼ
目
標
値
に
到

達
し
た


　
こ
の
う
ち
無
電
柱
化
は


都
道
全
体
で
は
地
中
化
率
が


％
に
と
ど
ま

て
い
る
た

め

環
状
７
号
線
と
第
一
次

緊
急
輸
送
道
路
の
無
電
柱
化

を
重
点
的
に
進
め
た
い
考

え


　
こ
の
他

都
営
住
宅
の
建

て
替
え
で
は

昭
和

年
代

以
前
に
建
設
さ
れ
た
住
棟

を
対
象
に
建
て
替
え
を
進

め
て
い
る


年
度
末
に
は

３
２
８
９
戸
が
完
了
し



年
度
か
ら
の
累
計
は
６
７

８
０
戸
と
な

た


年
度

は
約
３
８
０
０
戸
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る




年

度
の
累
計
で
１
万
５
２
０

０
戸
を
目
標
と
し
て
い
る
も

の
の

居
住
者
の
高
齢
化
に

よ
る
移
転
折
衝
や

ア
ス
ベ

ス
ト
関
係
の
対
応
な
ど
で

除
却
工
事
が
長
期
化
す
る

こ
と
も
あ
り

工
事
着
手
の

遅
れ
が
課
題
と
な

て
い

る


国
立
公
文
書
館
︵
左
︶
と

憲
政
記
念
館
の
西
側
外
観

　
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部
は

新
た
な

国
立
公
文
書
館
と
憲
政
記
念
館
の
一
体
整
備
に
向
け

て

２
０
２
１
年
度
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
す
る


基
本
設
計
で
は
工
事
費
と
し
て
約
４
８
９
億
円
を
見

込
む

地
下
４
階
地
上
３
階
建
て
延
べ
約
４
万
２
０

０
０
平
方

規
模
の
施
設
を
建
設
す
る

完
成
は


年
度
を
予
定
し
て
い
る


　
国
土
交
通
省
は

建
設
キ


リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム︵
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
︶
の
機
能
を
拡
張
す

る
た
め
の
ア
プ
リ
ケ

シ


ン
を
開
発
す
る
事
業
者
と
し

て

ハ
ウ
ス
メ

カ

や
工

務
店
が
加
入
す
る
施
工
管
理

・
労
務
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
運
営
す
る
コ
ム
テ


ク
ス
︵
富
山
県
︶
に
決
定
し

た

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
連
携
し
て

建
設
業
退
職
金
共
済
を
効
率

的
に
運
用
で
き
た
り

現
場

の
勤
務
時
間
管
理
が
で
き
る

ア
プ
リ
を
国
費
で
開
発
す
る


実
装
の
妥
当
性
を
判
断
す
る

た
め
の
実
証
実
験
も
行
う


　
コ
ム
テ

ク
ス
は

ハ
ウ

ス
メ

カ

や
工
務
店
の
建

築
現
場
で
施
工
管
理
や
技
能

者
の
入
退
場
管
理
を
効
率
化

で
き
る
ア
プ
リ
﹁
Ｋ
ｉ
ｚ
ｕ

ｋ
ｕ︵
キ
ズ
ク
︶﹂
の
運
営
会

社

こ
の
ア
プ
リ
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
の
認
定
を

受
け
て
お
り
す
で
に
こ
の
ア

プ
リ
を
通
じ
て
入
退
場
記
録

を
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
で
き
る


　
国
交
省
の
委
託
を
受
け


同
社
は
▽
カ

ド
リ

ダ


が
不
要
な
簡
易
入
退
場
登
録

▽
現
場
の
勤
務
時
間
管
理
機

能
▽
労
務
費
・
法
定
福
利
費

の
集
計
機
能
▽
建
退
共
の
完

全
電
子
化

と
い

た
サ


ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ア
プ
リ

を
開
発
す
る

７
月
か
ら
行


て
い
た
ベ
ン
ダ

各
社
と

の
企
画
競
争
で

同
社
を
委

託
先
に
選
ん
だ


　
こ
れ
ら
機
能
拡
張
す
る
サ


ビ
ス
に
つ
い
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
利
用
者
を
モ
ニ
タ

と

す
る
実
証
実
験
を
行

た
上

で
実
装
の
妥
当
性
を
検
証


運
営
協
議
会
で
了
承
を
得
ら

れ
れ
ば

２
０
２
１
年
度
に

も
実
装
し
た
い
考
え
だ


　
東
京
都
オ
リ
ン
ピ

ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
準
備
局

は

東
京
武
道
館
の
劣
化
状

況
を
調
査
す
る

完
成
か
ら


年
以
上
が
経
過
し
て
経
年

劣
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か

ら

施
設
の
長
寿
命
化
と
修

繕
費
用
の
平
準
化
に
取
り
組

む

２
０
２
０
年
度
末
ま
で

に
調
査
結
果
を
ま
と
め

劣

化
状
況
の
把
握
と
長
期
的
な

修
繕
・
改
修
計
画
の
立
案
に

役
立
て
る


　
東
京
武
道
館
︵
足
立
区
綾

瀬
３
ノ

ノ
１

敷
地
面
積

１
万
４
８
２
４
平
方

︶
の

規
模
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造
地
下
１
階
地
上
３
階

建
て
延
べ
１
万
７
６
１
４
平

方


建
物
内
に
は

▽
大

武
道
場
︵
競
技
面
積
１
９
７

２
平
方

︶
▽
第
一
武
道
場

︵
畳
敷
き
５
２
０
平
方

︶

・
第
二
武
道
場
︵
４
７
３
平

方

︶
▽
弓
道
場
▽
茶
室


な
ど
が
含
ま
れ
る

特
注
部

材
を
多
く
使
用
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
特
徴


　
１
９
８
９
年

月
に
完
成

し
た

２
０
１
２
年
に
大
規

模
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
も

の
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い

る


年
程
度
を
期
間
と
し

た
長
期
的
な
修
繕
・
改
修
計

画
を
策
定
し

予
防
保
全
を

前
提
と
し
た
計
画
を
立
て

る


　
劣
化
診
断
に
当
た

て

は

９
月

日
に
希
望
制
指

名
競
争
入
札
で
委
託
先
を
選

び

調
査
に
着
手
す
る


　
委
託
で
は

長
期
的
な
修

繕
・
改
修
計
画
の
項
目
と
な

る
建
築
部
位
と
電
気
・
機
器

設
備
を
診
断
し

修
繕
・
改

修
計
画
に
必
要
な
情
報
を

収
集
す
る

ま
た


年
度

に
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
分
析

対
象
と
し
て
い
た
が
診
断
を

行

て
い
な
か

た
設
備
９

カ
所

ア
ス
フ

ル
ト
防
水

１
カ
所
に
つ
い
て

ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
を
実
施
す

る


　
日
本
消
防
協
会
︵
港
区
︶

は
日
本
消
防
会
館
を
現
在

地
で
建
て
替
え
る
た
め

施

工
者
選
定
の
一
般
競
争
入
札

を
公
告
し
た

工
事
名
は

﹁
日
本
消
防
会
館
の
と
り
こ

わ
し
及
び
新
日
本
消
防
会
館

建
設
工
事
﹂


日
ま
で
入

札
参
加
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る


月
末


月
初
旬

に
施
工
者
を
決
定
し

既
存

建
物
の
解
体
か
ら
着
手
す

る


　
入
札
参
加
資
格
は
東
京
都

の
﹁
建
築
Ａ
﹂

工
事
に
は

建
築
本
体
の
他

電
気

空

調
衛
生
昇

降
機
設
備


既
存
解
体
を

含
む

施
工

実
績

技
術

者
要
件
が
あ

る


　
現
会
館
が

老
朽
化
し
耐

震
補
強
も
必

要
な
た
め


現
在
地
で
建

て
替
え
る


新
会
館
は
鉄

骨
・
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ


ト
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト

造
地
下
２
階
地
上

階
建
て

延
べ
１
万
６
０
０
０
平
方



１
階
が
日
本
消
防
防
災

情
報
セ
ン
タ


２
階
が
ホ


ル
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
会
議

室

３

５
階
が
座
席
数
約

１
０
０
０
席
の
ニ

シ



ホ

ル

６


階
が
オ
フ


ス


階
は
機
械
室
で


屋
上
の

階
に
全
国
消
防

殉
職
者
慰
霊
碑
を
設
置
す

る


　
完
成
予
定
は
２
０
２
４
年

３
月

消
防
団
１
３
０
年


自
治
体
消
防

周
年
の
年
に

当
た
る


　
建
設
地
は
港
区
虎
ノ
門
２

ノ
９
ノ

の
敷
地
１
９
２
５

平
方


既
存
建
物
は
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
地
下

３
階
地
上
９
階
建
て
延
べ
１

万
２
３
１
７
平
方



　
工
事
期
間
中
の
協
会
仮
オ

フ

ス
は
旧
ヤ
ク
ル
ト
ホ


ル
︵
港
区
︶
で

９
月
中
に

移
転
す
る


　
移
転
費
用
や
賃
料
を
含
む

総
事
業
費
は
約
１
７
５
億

円


　
設
計
は
三
菱
地
所
設
計

︵
千
代
田
区
︶
が
担
当


　
建
設
地
は
国
会
前
庭
に
あ

る
憲
政
記
念
館
の
敷
地
︵
千

代
田
区
永
田
町
１
ノ
７
ノ

１
︶

敷
地
の
北
側
に
国
立

公
文
書
館

南
側
に
新
た
な

憲
政
記
念
館
を
建
設
す
る


設
計
に
先
立

て
作
成
し
た

基
本
計
画
で
は

大
ま
か
な

施
設
配
置
と
し
て
▽
地
上
２

階

３
階
に
執
務
・
管
理
▽

地
上
１
階
に
一
般
利
用
▽

地
下
１
階

地
下
２
階
に
一

般
利
用
と
駐
車
場
▽
地
下

３
階

４
階
に
保
存
・
書
庫


と
し
て
の
機
能
を
配
置
す

る
イ
メ

ジ
を
示
し
て
い

た


　
外
観
に
つ
い
て
は

２
施

設
の
目
的
や
歴
史
に
配
慮
し

て
設
計

国
立
公
文
書
館
に

つ
い
て
は
国
会
議
事
堂
と
同

系
色
の
石
を
使
用
す
る

憲

政
記
念
館
で
は
金
属
や
ガ
ラ

ス
と
い

た
近
代
建
築
材
料

を
基
調
と
す
る


　
ま
た

霞
が
関
地
区
の
景

観
形
成
に
も
配
慮

皇
居
を

中
心
と
し
て
建
築
物
が
す
り

鉢
状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え

低
層
の
建
物

と
し
て
計
画
し
た

敷
地
西

側
で
面
し
て
い
る
道
路
沿
い

に
連
続
し
た
緑
地
空
間
を
確

保
す
る


　
設
計
業
務
は
日
建
設
計
が

担
当
し
て
い
る


　
新
た
な
憲
政
記
念
館
が
完

成
す
る
ま
で
そ
の
機
能
を
代

替
す
る
﹁
憲
政
記
念
館
代
替

施
設
﹂
の
建
設
工
事
と

既

存
の
施
設
の
解
体
工
事
を
合

わ
せ
て
発
注
す
る

現
在


工
事
発
注
手
続
き
を
進
め
て

お
り

９
月

日
に
開
札
す

る


　
代
替
施
設
の
建
設
地
は
千

代
田
区
永
田
町
１
ノ
８
ノ
１

他

規
模
は
鉄
骨
造
３
階
建

て
延
べ
３
２
４
９
平
方



代
替
施
設
は
新
た
な
憲
政
記

念
館
の
完
成
後
も
継
続
し
て

利
用
す
る

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